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論　文　の　内　容　の　要　旨

汎用 CPUをもつ複数のノードをネットワークで接続したクラスタコンピュータが並列処理システムの主

流になっている。クラスタにおけるプログラム開発でのユーザの負担を軽減するプログラミング環境として，

クラスタノードに分散する複数のメモリを用いて一つの大域アドレス空間を提供し共有メモリ型プログラミ

ングモデルを可能とする分散共有メモリ技術がある。本研究では，クラスタを対象として，効率的な仮想メ

モリを実現するソフトウエア分散共有メモリシステム SMSを研究開発し，その上で高効率な並列処理のた

めのプログラミング言語 MpC を設計・開発した。さらに，この技術を応用して，クラスタにおける大容量デー

タ逐次処理を可能にする分散型仮想大容量メモリシステム DLMを開発した。

SMSでは，効率のよいメモリ一貫性モデル IBEC（Implicit Binding Entry Consistency Model）をさらに，様々

な実装方式を組み込むことにより，効率的なソフトウエア分散共有メモリが実現できることを示し，MpC 

プログラムの性能は，高性能で動作も安定していることがわかった。DLMは，OSのページ管理を用いる，

他の手法を用いた遠隔メモリよりも，ユーザレベルソフトウエアを用いただけで，安定で非常に高い性能を

得ることを実証した。特別なハードウエアサポートや専用のインターコネクトを持たない汎用のクラスタに

とって，汎用性，移植性の高いソフトウエア分散共有メモリ技術は，効率的なプログラミングとプログラミ

ングの生産性を向上させるとともに，大容量メモリを提供できるなど，応用範囲の広い技術であることがわ

かった。

審　査　の　結　果　の　要　旨

本研究では，クラスタを対象として，効率的なメモリ一貫性制御方式の提案や様々な工夫をすることに

よって効率的な仮想メモリを実現するソフトウエア分散共有メモリシステムを開発し，プログラミング言語

MpCを設計・開発するなど，システムからプログラミングまでのトータルなシステムを実装・評価している。
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さらに，その技術を元にクラスタにおける大容量メモリを提要するシステムを提案している。論文・国際会

議などに発表を行い，高い評価を得ている。しかしながら，ソフトウエア分散共有メモリ技術は多く研究さ

れているものの実用にはいたっていない。今後の研究に期待したい。

よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




